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２．使用済燃料プールからの燃料取り出し 

～耐震・安全性に万全を期しながらプール燃料取り出しに向けた作業を着実に推進。４号機プール燃料

取り出しは 2013 年 11 月 18 日に開始、2014 年 12 月 22 日に完了～ 

 1 号機使用済燃料取り出しに向けた主要工事 
・ ガレキ撤去後にカバーを設置する工法と、ガレキ撤去より先に原子炉建屋を覆う大型カバーを

設置しカバー内でガレキ撤去を行う工法の 2 案について検討を進めてきたが、より安全・安心

に作業を進める観点から『大型カバーを先行設置しカバー内でガレキ撤去を行う工法』を選択。 

・ 南側崩壊屋根等の撤去に際し、天井クレーン／燃料取扱機の位置や荷重バランスが変化し落下

するリスクを可能な限り低減する為、燃料取扱機を下部から支える支保の設置を計画。 

・ ガレキ落下防止・緩和対策のうち１号機燃料取扱機支保の設置作業を 2020 年 10 月 6 日より開

始し 10 月 23 日に完了。 

・ 天井クレーン支保の設置については、2020 年 10 月より準備を開始し、11 月 24 日に作業完了。 

・ 2020 年 12 月 19 日より１号機原子炉建屋に大型カバーを設置する為、干渉する建屋カバー(残

置部)の解体を開始。建屋カバーの解体は、2021 年 6 月に完了を予定しており、2021 年度上期

より大型カバー設置工事に着手予定。 

・ 引き続き、2027 年度から 2028 年度に開始予定の燃料取り出し作業に向けて安全最優先でガレ

キ撤去作業等に着実に取り組んでいく。 

 2 号機使用済燃料取り出しに向けた主要工事 
・ 搬出に向けた作業習熟訓練が完了したことから、2020 年 7 月 20 日よりオペフロ内準備作業に

着手。8月 26 日より、これまでに残置物を格納したコンテナを固体廃棄物貯蔵庫へ搬出。12 月

11 日完了。 
・ 燃料取り出しの工法については、2018 年 11 月～2019 年 2 月に実施したオペフロ内調査の結果

を踏まえ、ダスト管理や作業被ばくの低減などの観点から、建屋南側に小規模開口を設置しア

クセスする工法を選択（従来は建屋上部を全面解体する工法）。 

 3 号機燃料取り出しに向けた主要工程 
・ 2020 年 3 月 30 日より実施していた燃料取扱機等の点検及び作業員増員の為の追加訓練につい

て、5月 23 日に問題なく完了したことを受け、5月 26 日より燃料取り出しを再開。 

・ 2020 年 9 月 2 日、プール内で燃料を移動中、つかみ具開閉状態および着座状態を表示する信号

のケーブルがプール南側の壁面近傍の部材に引っ掛かり損傷。損傷したケーブルを予備品に交

換し、動作確認をしたが、つかみ具の着座状態などの表示信号異常を確認した為、つかみ具内

部の回路を修理した。 

・ また、9月 19 日にクレーン水圧ホースの損傷が確認され、予備品への交換を実施済み。 

・ 11 月 18 日、空の輸送容器を 3 号機使用済燃料プール内に着座後、クレーン主巻の上昇操作中

にクレーン主巻が上昇しない事象を確認。 

・ クレーン主巻が上昇しない事象が確認された為、11 月 18 日より作業中断。12 月 16 日に動力

ケーブルを交換し、主巻の上昇を確認。クレーン装置の健全性確認が完了した為、12 月 20 日

より作業再開。 

・ 現時点で 566 体中 553 体の取り出しを完了。 

・ ハンドル変形燃料のうち、2020 年 5 月に吊り上げ試験ができなかった燃料 1体、および吊り上

げ試験以降にハンドル変形を確認した燃料 1 体について、2020 年 8 月 24 日に吊り上げ試験(2

回目)を実施し、吊り上げ試験の結果、2体とも吊り上げ可能であることを確認。 

・ 2020 年 10 月 23 日、これまでに吊り上げ不可であることを確認しているハンドル変形燃料 3体

を対象に吊り上げ試験(3 回目)を実施し、1体の燃料が燃料ラックから数 cm 吊り上げができる

ことを確認。 

・ 小ガレキ撤去ツールを用いてチャンネルボックスと収納ラックの間にあるガレキを撤去した

うえで 2020 年 11 月 13 日に燃料 3 体を対象に試験を実施し、燃料１体について、吊り上げが

できることを確認。吊り上がらなかった 2体の燃料について、燃料取り出し作業の空き時間を

利用し、改めて小ガレキ撤去ツールを適用のうえ、再度吊上げ試験を実施する予定。 

・ 2020 年 12 月 21 日以降、使用済燃料プールにおいてキャスクへ燃料を装填する際に用いる掴み

具の先端のフック部を薄くすることでハンドル大変形燃料も把持できる新型のものに変更。 

・ 2020 年 12 月 24 日に、ハンドル大変形燃料 4 体と継続試験となる通常のハンドル変形燃料１

体について、新型掴み具を用いて吊り上げ試験(4 回目)を実施し、吊り上がることを確認。 

・ 2021 年 1 月 22～1 月 24 日、1 月 4 日に吊り上がらないことを確認された燃料 7 体を対象に、

規定荷重約 1,000kg による吊り上げ試験(5 回目)を実施。結果、7 体のうち 5 体については吊

り上がることを確認。 

・ ハンドル変形がない燃料について事前の吊り上げ確認を順次実施していたところ、2021 年 1 月

23 日に新たに１体の燃料が規定荷重約 1,000kg で吊り上がらないことを確認したが、小ガレキ

撤去ツールを適用し燃料とラックの隙間のガレキを撤去した上、吊り上げ試験を実施したとこ

ろ吊り上がることを確認。 

・ 吊り上げできない状態にあった燃料について、燃料とラックの隙間のガレキを再度撤去する他、

変形した吊りピースをシリンダにより曲げ戻して燃料との干渉を解除した結果、残る 24 体の

燃料は吊り上げ可能であることを確認。 

・ 2021 年 2 月 3 日よりハンドル変形燃料の取り出しを開始。 

３．固体廃棄物の保管管理、処理・処分、原子炉施設の廃止措置に向けた計画 

～廃棄物発生量低減・保管適正化の推進、適切かつ安全な保管と処理・処分に向けた研究開発～ 

 ガレキ・伐採木の管理状況 
・ 2021 年 1 月末時点でのコンクリート、金属ガレキの保管総量は約 309,600m3（12 月末との比

較：+600m3）（エリア占有率：75%）。伐採木の保管総量は約 134,400m3（12 月末との比較：微増）

（エリア占有率：77%）。保護衣の保管総量は約 30,200m3（12 月末との比較：-300m3）（エリア占

有率：44%）。ガレキの増減は、主に 1～4号機建屋周辺関連工事、フランジタンク除染作業、水

処理設備関連工事、5,6 号機建屋周辺関連工事、伐採木受入れによる増加。使用済保護衣の増

減は、焼却運転の実施による減少。 

 水処理二次廃棄物の管理状況 
・ 2021 年 2 月 4 日時点での廃スラッジの保管状況は 422m3 （占有率：60%）。濃縮廃液の保管状況

は 9,311m3（占有率：90%）。使用済ベッセル・多核種除去設備の保管容器(HIC)等の保管総量は

5,031 体（占有率：79%）。 

 福島第一原子力発電所 増設雑固体廃棄物焼却設備の進捗状況について 
・ 増設雑固体廃棄物焼却設備の系統試験（乾燥焚運転後の炉内点検）にて、キルンシール部（入

口側、出口側）の摺動材に、想定を上回る摩耗を確認。系統試験において焼却処理は実施して

おらず、かつ焼却炉内は負圧で空気が流れ込むことから、放射性物質の放出はない。 

・ 回転部摺動材（鋳鉄、黒鉛）が、取付時の厚さ約 40 ㎜に対して、乾燥焚運転後の点検で 10 ㎜

程度まで減耗していた。設計では約 6.5mm/年の摩耗量を想定していた。 

・ 現場調査結果を踏まえ、本事象の原因は、ロータリーキルンの軸ブレにより回転側の摺動部が

前後に傾き、摺動面が局部当たりとなり摩耗を加速したこと及び固定側の摺動面に段差があり、

回転側の摺動面の摩耗を促進したことと推定。 

・ これらの原因を踏まえて対策の検討などを進めていく。 

 

 

 

 






